
2/16/25               ｢サマリヤの⼥との出会い｣                ヨハネ 4:1-18 
 
●物語の背景(1-4) 
 
▶｢⾏かなければならなかった｣(4) 
※ヨハネ 3:7 
｢あなたがたは新しく⽣まれなければならない、とわたしが⾔ったことを不思議に思ってはなりません。｣ 
 
※ヨハネ 3:14 
｢モーセが荒野で蛇を上げたように、⼈の⼦もまた上げられなければなりません。｣ 
 
※ヨハネ 3:30 
｢あの⽅は盛んになり私は衰えなければなりません。｣ 
 
 
※2 列王記 17:22-24 
｢イスラエルの⼈々は、ヤロブアムの犯したすべての罪に歩み、それをやめなかったので、ついに、主は、その
しもべであるすべての預⾔者を通して告げられたとおり、イスラエルを御前から取り除かれた。こうして、イ
スラエルは⾃分の⼟地からアッシリヤへ引いて⾏かれた。今⽇もそのままである。アッシリヤの王は、バビロ
ン、クテ、アワ、ハマテ、そして、セファルワイムから⼈々を連れて来て、イスラエルの⼈々の代わりにサマ
リヤの町々に住ませた。それで、彼らは、サマリヤを占領して、その町々に住んだ。｣ 
 
 
※ヨハネ 8:48 
｢ユダヤ⼈たちは答えて、イエスに⾔った。「私たちが、あなたはサマリヤ⼈で、悪霊につかれていると⾔うの
は当然ではありませんか。」｣ 
 
 
※ヨハネ 4:27 
｢このとき、弟⼦たちが帰って来て、イエスが 
⼥の⼈と話しておられるのを不思議に思った。…｣ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     (引⽤: https://www.pinterest.com/pin/208291551492514654/) 

https://www.pinterest.com/pin/208291551492514654/


○サマリヤの⼥との出会い：憐れみ深いイエス様の姿 
  

1. ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿お⽅(5-9) 
 
▶｢疲れ｣ 
 
※へブル 4:15 
｢私たちの⼤祭司は、私たちの弱さに同情できない⽅ではありません。罪は犯されませんでしたが、すべての点
で、私たちと同じように、試みに会われたのです。｣ 
 
｢⼥性がイエスを⾒つめ、イエスが⼥性を⾒つめる時、⼆⼈の間には四つの⾒えない壁が⽴ちはだかっていま
す。それは、宗教の壁、性別の壁、⼈種の壁、そして道徳の壁です。しかし、主はそれらすべてを乗り越える
道を⾒つけられました。主が彼⼥を⾒つけられ、そして彼⼥も主を⾒つけたのです！この物語に偶然は⼀つも
ありません。すべての出来事が神の御⼼の成就の⼀部なのです。…彼⼥はキリストを求めて井⼾に来たのでは
ありません。しかし、キリストは彼⼥を求めて井⼾に来られました。この働きかけの内に、私たちの主イエス
の偉⼤な⼼が偏⾒のないものであることが⾒て取れます。他の⼈がサマリヤに⾏かず、この⼥性と話そうとし
ないことなどは、イエスにとって何の問題にもなりませんでした。イエスは全ての⼈を受け⼊れ、誰も拒まれ
ません。ルカ 19:10 は、主イエスが『失われた者を捜して救うために来られた』と語っています。この物語
は、それが何を意味するのかを⽰しているのです。｣ 
 
 
 

2. ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿お⽅(10-15) 
 
※伝道者の書 2:10-11 
｢私は、私の⽬の欲するものは何でも拒まず、⼼のおもむくままに、あらゆる楽しみをした。実に私の⼼はどん
な労苦をも喜んだ。これが、私のすべての労苦による私の受ける分であった。しかし、私が⼿がけたあらゆる
事業と、そのために私が⾻折った労苦とを振り返ってみると、なんと、すべてがむなしいことよ。⾵を追うよ
うなものだ。⽇の下には何⼀つ益になるものはない。｣ 
 
※エレミヤ 2:13 
｢わたしの⺠は⼆つの悪を⾏った。湧き⽔の泉であるわたしを捨てて、多くの⽔ためを、⽔をためることのでき
ない、こわれた⽔ためを、⾃分たちのために掘ったのだ。｣ 
 
※詩篇 16:11 
｢あなたは私に、いのちの道を知らせてくださいます。あなたの御前には喜びが満ち、あなたの右には、楽しみ
がとこしえにあります。｣ 
 
※ヨハネ 7:37 
｢だれでも渇いているなら、わたしのもとに来て飲みなさい。｣ 
 
 
｢『誰でも渇いているなら、わたしのもとに来て飲みなさい。』渇かない⼈などいるでしょうか？⼼の渇き、魂
の渇き、思いの渇き、⾝体の渇き、誰もが何らかの渇きを抱えているのではないでしょうか？いや、どんな渇
きであろうと、あるいは全てを抱えたままであろうと、『わたしのもとに来てそのまま渇いたままでいなさ
い』と⾔われているのでしょうか？いいえ。違います。『わたしのもとに来て飲みなさい』と⾔われるので
す。イエスは私の必要を満たすことができるのでしょうか？そうです。それどころか、必要を超えて満たして
くださいます。たとえ歩む道が複雑であろうと、たとえ務めが困難であろうと、たとえ悲しみに打ちひしがれ
ていようと、たとえ愛する⼈が遠く離れていようと、たとえ⾃分が無⼒であろうと、たとえ希望を持てなかろ
うと、たとえ魂の渇望が深かろうと、イエスは全てを満たすことができます。それどころか、全てを超えて、
満たしてくださるのです。｣(ハドソン･テーラー) 


